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概要

⽀援の内容

東北大学ではこれまで、タンパク質の立体構造解析、特にX線構造解析に寄与するために、独自のペプチドタグシ
ステムを開発し、高難度タンパク質精製法を確立した。また、高難度標的に対する抗体作製技術、特に、がん特異
的抗体作製技術（CasMab法）、細胞基盤抗体作製技術（CBIS法）、糖鎖とペプチドの両方を認識する抗体作製技
術（GpMab法）を開発した。さらに、発現の困難な糖タンパク質の生産のため、糖鎖遺伝子を操作した独自の細胞
株を糖鎖細胞工学技術により開発し、細胞バンクの運営を行ってきた。本事業の支援においては、膜貫通型糖タン
パク質や分泌型糖タンパク質の高発現株生産、ペプチドタグシステムの提供、膜タンパク質生産のための糖鎖不全
株の提供と作製、高難度抗体作製、抗体工学技術を用いた抗体改変、抗体の大量生産、立体構造解析のための抗
体の遺伝子クローニング等を実施中である。高度化においては、糖タンパク質精製のための新規タグシステムの開
発、ペプチドタグを用いた新規エピトープ解析法の開発、難治性がんに対するがん特異的抗体の開発、CBIS法の応
用によるmouse GPCRに対する特異的抗体の開発を中心に実施中である。

抗体バンク 細胞バンク 抗体創薬チャンネル

⽀援メニュー


